
令和7年8月6日12時10分
【警報級となる可能性のある期間】

（■可能性がある、■可能性が高い）

【大雨の見通し】（単位：mm 多いところ）

雨雲の様子
8月6日11:00

実況天気図
8月6日09時

予想天気図
8月6日21時

低気圧と前線による大雨について （第１報）
（土砂災害、低い土地の浸水、河川の増水や氾濫に厳重に警戒）

北海道地方 大雨

東北地方 大雨

関東甲信地方 大雨

北陸地方 大雨

近畿地方 大雨

中国地方 大雨

四国地方 大雨

九州北部地方 大雨

九州南部 大雨

北

日

本

東

日

本

日

時

西
日

本

8日 11日9日 10日
12～18 18～6 6～24

6日 7日

暖かく湿った
空気

9日12時までの
24時間雨量

8日12時までの
24時間雨量

7日12時までの
24時間雨量

地域

8060北海道地方
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50未満80関東甲信地方
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10012060九州南部

＜ポイント＞ 
低気圧と前線の影響で、北陸地方と東北地方では7日（木）にかけて大雨となる。特に北陸地方では

7日にかけて線状降水帯が発生して大雨災害発生の危険度が急激に高まるおそれがある。また、北
海道地方では7日に、西日本では7日から11日（月）にかけて大雨となるおそれがある。 
＜概況＞ 

中国大陸から東北地方に前線がのびて、前線上の低気圧が朝鮮半島付近にあって6日（水）に日本

海に進む。低気圧や前線に向かって暖かく湿った空気が流れ込み、北陸地方と東北地方では大気の
状態が非常に不安定となっている。 7日には低気圧が北日本へ進むとともに、前線が日本付近を南
下し、その後西日本に停滞する。 
＜大雨＞ 

北陸地方と東北地方はこれから7日にかけて、北海道地方と西日本では7日に、雷を伴って非常に
激しい雨※1が降り、大雨となる所がある。特に北陸地方では7日にかけて線状降水帯が発生して大雨
災害発生の危険度が急激に高まるおそれがある。西日本では、その後も11日にかけて同じ場所で雨
が降り続いて大雨となるおそれがある。 
＜警戒事項＞ 

北陸地方と東北地方では土砂災害、低い土地の浸水、河川の増水や氾濫に厳重に警戒。北海道地
方と西日本では土砂災害、低い土地の浸水、河川の増水に注意・警戒。行楽時期のため、出先の気
象情報に留意。 

※1 非常に激しい雨：1時間に50ミリ以上80ミリ未満の雨 
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向こう一週間の天気（8月6日から8月13日まで）


